第３回市民自治推進委員会のあり方に関する特別委員会

日　時　　平成２１年１２月１５日（火）　１８：３０～２０：４０

場　所　　登別市役所　２階　第２委員会室

参加者　　田中寛志、木村義恭、合田美津子、大山口光男、鎌田和子、山田耕一、平田和弘、川田弘教、山田正幸、平田誠治、前野利一、石亀裕、大西宏、瀧川正義、関川昭雄

配付資料　１　第３回特別委員会検討メモ（瀧川委員提出）

　　　　　２　自治推進委員会は何を行うべきか（合田委員提出）

◇　市民自治推進委員会とはこうあるべき、市民自治推進委員会の課題、問題点など、それぞれの思いを付箋に書いていただき、紙に張り付けたいと思います。これにより市民自治推進委員会の方向性が見えてくることを期待します。（木村）

～　各委員が意見を書き込み、大きな紙にそれぞれの意見を分類し張り付け～
◇　今、張り付けしたものや、瀧川委員、合田委員から提出していただいた資料を基に論議したいと思います。（木村）

◇　市民自治推進委員会は何をするところかを考えるとき、まずまちづくり基本条例があるが、内容が理念を示すことに終わっていて、何をすべきか具体的なものが共有できず混乱している。

市民自治推進委員会は市民が暮らしやすいまちをつくることを考えればよいのでは。そのためにも市民が参加しやすくすべき。委員は考え方をしっかり持つため、まちづくり基本条例を掘り下げて理解すべき。

市民自治推進委員会の組織のあり方は運営委員会が方針を出すべきで、まちづくり基本条例を理解するための補足資料も運営委員会が作成すべき。

行政の関わりは協働なのだから、市職員も議員も一緒に同じテーマで議論すれば有意義となる。市職員は仕事が固定されており、柔軟な発想はできない。一緒に議論することで市職員の考え方も変わるのではないか。

市民自治推進委員会の委員の中には、部会に参加してみて自分の考えていたテーマと違うという人もいる。再編成も検討すべき。

各部会のテーマが決まったら他団体との意見交換を義務付けたらどうか。（瀧川）

◇　まちづくり基本条例の大きな目的は、市民自治を目指すことが上げられる。皆、理解していない。市民自治推進委員会の目指す方向はまちが目指す方向と合致していなくてはだめ。

市民が住んでよかったと思えるまちにするため、市民自治を目指すべき。先ずは、市の課題を知ったうえで、市民ができることは何か議論すべき。

市の課題、問題が出たら市民にお知らせし、このテーマなら参加したいという市民に集まってもらい、部会を作って解決していく手法もよい。決まったメンバーの委員会では進まない。

そのためには行政は情報を出すべき、市民が考える資料、材料が行政から示されなくてはだめ。
また、市民も市民力をつけて課題解決力をつけるためには努力が必要。
これら根本が議論されていない。皆で徹底的に議論すべき。力をつけるためには研修や視察などの実施も必要。（合田）

◇　まちづくり基本条例ができたとき、市民、行政、議会の役割を明確にし、協力して進めるものと思った。会館や公園の指定管理者制度ができたが、市と協議を進めていくと市の職員が協働を理解していないと思われることが多々あった。市民自治推進委員会は協働のまちづくりを進めるため、市民や団体が活動を進めるにあたり整理がつかないところを拾い上げて、再構築するところ。他団体との協力が必要。（山田正幸）

◇　市民自治推進委員会の土台が共有されずに、課題を議論しないで自分たちの部会だけの活動を進めてよいのか。組織として機能していない。（合田）

◇　市民自治推進委員会のあり方については、今ままでずっと議論している。議事録をまとめるだけではだめ。話し合ったことを整理してほしい。堂々巡りになっている。リーダが決断してくれれば皆従うのではないか。（山田正幸）

◇　まちづくり基本条例が一番の基盤となる。それを理解して進む方向を決めるべき。会の方針を決めるときには採決をとることも必要。（山田耕一）

◇　この特別委員会は、平成２２年３月までに一定の方向を取りまとめて運営委員会に提出することになっています。市民自治推進委員会も３年たったが皆の思いが統一されていない状況。（木村）
◇　まちづくり基本条例について論議されているが、条例の記載内容に間違いはない。例えば第４部会の活動は条例の何条に基づいて実施しているのか。（瀧川）

◇　活動していくうえで手続きが必要となったら条例に則ればよい。条例の何条に基づいた活動かなど誰も求めていない。（山田正幸）

◇　条例の話はもう良いと思う。各部会の活動を皆で決めるべき。（瀧川）

◇　部会の中でテーマが決められなければ皆で考えればよい。（川田）

◇　条例というより基本計画の中で、市民自治推進委員会がどんな役割をするのか考えるべき。考えがまとまったら市民に説明してあげるべき。（瀧川）

◇　市民の検討する力を上げるためには情報が届かない人の力が必要。（平田和弘）

◇　本日いただいた意見や、先ほど書いていただいた付箋の意見を２役で取りまとめを行い、次回の検討委員会にお示ししたいと思います。（木村）

次回検討会議

　日時：平成２２年１月１９日（火）　１８：３０から

　場所：登別市役所　２階　第２委員会室
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